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文章で真実を伝える難しさ
物質化学工学科　梅原　忠

学生諸君は日頃、実験レポート、課題報告書、読書感想文等文章を書く機会は多いと思う。

私も教官の一人としてレポートの採点等で文章を読む機会が多いし、報告書や提出書類等書

く機会も多い。昨年私は、異分野の人に文章で報告し理解していただく仕事を経験した。近

年環境破壊が心配される状況の中、研究機関や企業でも環境に関する取組を進めているとこ

ろは多い。また、最近の起業ブームで、特に環境に関する仕事には国等からの補助金もあり

ベンチャー企業の増加や、新規参入企業も多く見受けられる。しかしすべてが必ずしも順風

満帆の会社経営が出来るものではない。

私も数年前から環境に関わる仕事を始めた関係で、企業の方との協同研究の申し入れも増

え、一緒に仕事をしているが問題解決の難しさを痛感している。そんな折り突然地方裁判所

の書記官から、民事裁判の鑑定人依頼の電話を受けた。国民の利益につながる仕事と言うこ

とで、引き受けたが初体験でありとまどう事も多くあった。新規に建設した環境関連のプラ

ントであるがうまく製品が作れない。本当にこの原料から製品が作れるのかまたこの装置で

大丈夫なのか。地元の反対で数億円のプラントを取り壊すことになってしまったという損害

賠償裁判であった。通常は、本装置の建設前にパイロットプラント等で検証実験を行うのが

常であるが、どうしてこのようになったか理解できない部分がある。計画段階の安易な判断

が原因と思われるが、結果は最悪の事態となったようである。

原告、被告両弁護士及び裁判官との会議を終え、鑑定を行うこととなった。通常読み慣れて

いる工学書と異なり、陳述書、設備建築請負書、契約書、地元説明会資料、口頭弁論準備書、

事業計画書、プラント納入仕様書等々数百頁に及ぶ文章・図面であった。理解するのに数ヶ

月を要した。またプラント仕様書からの装置性能の判断や原料分析については、とうてい１

人では判断・解析できるものではなく多くの協力者に助言を求めた。鑑定書の作成には、公

文書独特の書き方があり（本校でも学生諸君は国語の時間に一部の公文書の書き方を習った

と思うが）これも良い経験になった。一番困ったことは、専門用語

を用いて鑑定書を作成するのであるが（出来るだけ平易に、理解し

ていただけるように心がけたが）弁護士及び裁判官に理解してもら

えるであろうかとの不安であった。

現在まだ裁判続行中であるので内容については触れられないが、作

成した文章が証拠として採用される重大さを考えると、文章表現の

１字１句に慎重さが要求される。書き終えて表現法の難しさ、また

自身の表現力の乏しさを感じた年末であった。
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コミュニケーション
―話すということ―

庶務課長　織田　辰男

それは何とも不思議で、それでいて身体の芯から感動を覚えるような光景だった。人は時々何気な

い日常生活の中で、ふと色々な想いに巡り会うことがある。他人は何も感じないたわいもないことに、

妙に感情が揺り動かされたりする。今でも私の脳裏に鮮明に記憶されている、「その時」の光景をお

話しさせていただこう。

今から５、６年くらい前の話になるが、その頃、私は東京・上野の国立西洋美術館に勤務していた。

宮崎に出張するために羽田空港に向かっていたのだが、急な来客との打ち合わせに時間を取られ、浜

松町で閉じかけたドアをこじ開けるようにモノレールに乗り込んだ時には、搭乗便の出発時刻まで30

分あるかないかの正しく滑り込みセーフの時間となっていた。ギリギリに飛び乗ったモノレールの中

は、当然座る席もなく、荷物置き場に背を持たれ、全力疾走で乱れた息を整えながら、ぼんやりと窓

の外を眺めていると、ふと離れた場所に座った４人組の動きが目に飛び込んできた。私の方から顔が

見える位置に座っているのは年の頃なら30歳前後の男性と同じ歳くらいの女性、頭しか見えない位置

には少し年配の女性が二人、別に何の不思議もないグループなのだが、私が気を奪われたのはこのグ

ループが手話で会話していたからである。恐らく、このグループの全員、あるいは何人かが手話を必

要とされる方なのであろう。このような時に、そちらの方向をジロジロ眺めるのは大変失礼なことで

あるが、手話で話している方々の顔が非常に楽しそうに映り、相手に気持ちを一生懸命に伝えようと

忙しく手を動かし、また相手の気持ちを少しでも理解しようと一挙手一投足に至るまで見逃すまいと

神経を集中させている姿に魅せられて、ついつい眺め続けてしまったのである。当時、私は単身赴任

中であり（現在もであるが）、家族へは週に１、２回電話をする程度、帰省も平均すると月に１回程

度という生活を送っていた。つまり、私はコミュニケーションのための最も有効な手段である「こと

ば」を喋れるにもかかわらず、仕事にかまけて家族との会話をおろそかにしていたのである。ところ

がどうだ。目の前にいるこの人たちは、「ことば」を失ったにもかかわらず、一生懸命会話している

のである。時には笑い、時には頷き、時には驚き、話し声こそ聞こえてこないものの本当に楽しそう

に会話しているのである。

もし、私が同じように相手にもっと理解してもらおうと一生懸命喋り、相手の話をもっと理解しよ

うと一生懸命耳を傾ける努力をすれば、家族のことも、友人のことも、もっともっと理解することが

出来るし、素晴らしい人間関係が築けることになるばずだ。人は時に、当たり前のことに慣れてしま

い、そのありがたさを忘れてしまうもののようだ。その当たり前が当たり前で無くなった時に、当た

り前のありがたさを実感するのである。

隣の男性の手話に頷いていた女性が、こちらに視線を投げかけてきたので私と目と目が合ってしま

った。慌てて視線を逸らせたが、女性は何事もなかったかのように会話に戻っていった。その楽しげ

な姿をぼんやり眺めながら、心が豊かになっていくのを感じずにはいられなかった。
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一般教科　長瀬　潤

先日、15年ぶりにインフルエンザにかかり、39度を超える熱の苦しさと、関節の痛みを久しぶりに

味わいました。ぐたぐたに汗をかいては、水分補給をして、また汗をかいては…起き上がるのもつら

いのに、寝間着を何度も着替えるので大変でした。もう、二度とかかりたくない思いですが、小、中

学生の頃は、そんなインフルエンザに何度もかかっていました。今、思うとよく耐えられたものだと、

その頃の自分に少し感心します。しかし、高校時代はインフルエンザとは全く無縁でした。ひどい風

邪もほとんどなく、健康的な生活を送っていました。毎年、時期が来ると、文化祭だ運動会だと行事

にいそしんで、あちらこちらの部室を渡り歩き、勉強は好きな科目はとことんやるけど、苦手な科目

はほどほどで。今、思い出すと、好きな所で、好きなように高校生活を送っていたので、試験以外に

大きなストレスが無く、ひどい風邪をひくことも無かったのかも知れません。

学生のみなさんは、今、大きなストレスを感じることがありますか。学校内で、自分の好きな場所

はありますか。僕は、試験が終わると、友達の部室や教室をのぞいたり、職員室（研究室）訪問した

り、図書館でこもってみたりするのが好きでした。何箇所も楽しめる場所があると、そのときの気分

に合う場所が見つかるもので、高校時代の大半をぶらりぶらぶらと渡り歩いて過ごしていたように思

います。そんな中でも、特にお世話になったのが図書館でした。本を読むのはあまり得意ではないの

ですが、わからないことをインターネットで検索できる時代ではなかったので、調べものがあるとき

は図書館へ行くのです。そして、調べものが終わると、あちらの棚へ、こちらの棚へとぶらぶらして、

魅力的な背表紙を見つけては、中身をちらりと拝見して時間をつぶしていました。前書きしか読んで

ないのに、夢中になって下校時間まで残っていることもたびたびありました。頭にはたいして何も残

っていなかったりするのですが、満足感と新たな知的好奇心を十分に得られる場所だったことは、今

でもはっきりと覚えています。

本を読むのがが苦手な人でも図書館は楽しめるし、勉強が苦手な人でも研究室訪問は楽しめます。

クラブに入っていない人でも友達のクラブの様子を見に行くことは楽しいです。学生時代だからでき

る一つの過ごし方だと思います。学生のみなさん、学校の中に、自分が楽しめる、好きになれる場所

を探して、ぶらりぶらぶら渡り歩いてみるのはいかがでしょうか。

４月から１２月までの貸出冊数の統計結果に基づき、本年度の多読表彰は１位・４Ｍ、２位・１

Ｓ、３位・機械制御専攻２年 、４位・５Ｍ、５位・化学専攻２年が受賞することになりました。各

クラス代表は１月８日（木）校長室にて表彰状、並びに副賞の希望図書購入権を授与されました。

因みに第１位の４Ｍは１人当たり平均35.5冊です。年間ゼロという人も含めての平均35.5冊という貸

出冊数はすごいですね。まもなく希望図書が、新刊書棚に並ぶことと思います。お楽しみに。

新任教官から一言

多読表彰について
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平成15年度

読書感想文コンクールを終えて
図書館委員会

図書館委員会主催・第28回読書感想文コンクールの結果を発表します。応募総数は385編。その中

から、図書館委員会と国語科、計11名による投票・審査の結果、次の最優秀作１編と優秀作９編が入

選となりました。以下に、その氏名を記し、その栄誉をたたえたいと思います。

最 優 秀 賞
情報工学科３年　　　　田中　健太郎　　『ラフカディオ・ハーン　日本のこころを描く』を読んで

優 秀 賞
機械工学科４年　　　　森口　遼太　　　『約束された場所で』の感想

機械工学科２年　　　　仲井　智彦　　　『変身』を読んで

電気工学科２年　　　　諏訪　勝重　　　『門』を読んで

情報工学科２年　　　　久保　智子　　　『海と毒薬』を読んで

情報工学科２年　　　　福井　梨恵　　　『自殺って言えなかった。』を読んで

物質化学工学科２年　　越田　高史　　　『ラフカジオ・ヘルン』について

機械工学科１年　　　　小早川　弘志　　『二重らせん』を読んで

機械工学科１年　　　　藤江　勇太　　　『大地の子』感想文

物質化学工学科１年　　吉本　咲香　　　『ひつじが丘』を読んで

また、惜しくも入選には至りませんでしたが、審査の過程で高い評価を受けて佳作とされたものは、

以下の諸君の作品です。これらの諸君にも賞賛の辞を呈したいと思います。

３Ｅ　神社　生朗　　３Ｉ　闍田　篤史　　３Ｃ　丸田　寛子　　２Ｍ　仲野　正人

２Ｍ　安村　将臣　　２Ｅ　武田　晃一　　２Ｅ　福島　悠吾　　２Ｓ　上山　大輔

２Ｓ　佐藤　　峻　　２Ｉ　衛藤　　聖　　２Ｉ　原田　和幸　　２Ｉ　水野　勇貴

２Ｃ　奥田　知生　　２Ｃ　長谷川　健　　２Ｃ　古川亜希奈　　２Ｃ　松本　佑一

１Ｍ　川西　真史　　１Ｅ　上谷　佑介　　１Ｅ　堀　　威士　　１Ｓ　辻井ありさ

１Ｓ　西窪　義博　　１Ｓ　松井　秀樹　　１Ｉ　奥村　哲郎　　１Ｉ　河合　　誠

１Ｉ　前川　　将　　１Ｃ　吉満　祥子　　１Ｃ　安田菜都希　　１Ｃ　渡邊　祥平

その他にも、力作が多くありました。応募した諸君には、この場を借りて感謝の意を表します。

以下、恒例にしたがい、入選作について、審査に携わった者の一人としてコメントを付します。

まず、最優秀作となった田中健太郎君の作品、ポイント制で、11名の教官から19ポイントという圧

倒的な支持を得ました。選んだ本、その内容への理解度、それに対する感想、簡潔で明快な文章と、

そのまとまり具合、全てについて最優秀作として選ばれるのに不足のない出来ばえだと思います。田

中君は昨年度も「英霊の声～奈良県戦没者遺稿集」の感想文で入選していますが、恐らく田中君の内

面には「日本」という一貫したテーマがあるのでしょう。それへの真摯なアプローチが、このような

立派な感想文に結実したのだと思います。今、あらためて昨年度の入選作と読み比べていますが、や
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はり、この一年間で田中君の大いに成長していることがうかがえ、一教師として嬉しく感じました。

優秀作となった作品中、最も高い評価を得たのは森口遼太君の作品でした。人間観察の深まり具合

はさすが４年生と思わせ、また文章は、豊富な語彙を自在に操り、きびきびとした論理が展開されて

いるもので、そこから森口君の頭脳の明敏さが感じとられます。個人的には、田中君の作品に代わっ

て、こちらが最優秀作とされてもよかったのではないかと感じています。ただ、書き出しの所で、少

し余計な感のあることが書かれているのが、審査ではマイナスに作用したのかとも思います。

今回のコンクールの結果の特徴の一つは、いわゆる「名作」とされる小説の感想文の入選作が多か

ったことで、諏訪勝重君、久保智子さん、仲井智彦君の作品がそれに当たります。夏目漱石『門』、

遠藤周作『海と毒草』、F・カフカ『変身』、全て重いテーマを扱った作品ですが、このような作品の

感想文は、その重いテーマにどこまで肉薄できるかにかかっていると思います。機会があったら、数

年後、もう一度同じ小説を読んでみて下さい。きっと今回見えなかったものが見えると思います。そ

れが人間として成長するということであり、そのような読み方ができるからこそ、それらの作品は

「名作」と言われているのです。

福井梨恵さんの作品は、文章の上手さ、まとまりの良さでは最高クラスの出来だと思います。ただ、

最優秀賞となった昨年度の作品に対して、今年度は、更に一段の成長ぶりを見せてほしかったという

のは無理な望みでしょうか？

越田高史君の作品は、最優秀賞となった田中君と同じ人物を扱っていますが、ハーンの人生につい

て採りあげるべき点はきちんと採りあげており、これはこれで中々の出来のものと言えると思います。

藤江勇太君の作品は、ベスト・セラーとなった問題作を選び、それについての藤江君の考えが、非

常に文章力があると思わせる文章で書かれています。ただ、文章力にまかせて、書き流しているよう

な印象が感じられました。もう少し時間をかけて、じっくりと練って書いていたら、最優秀賞クラス

の感想文になっていたのではないかと思います。藤江君はまだ１年生、来年度の藤江君の作品を期待

します。

小早川弘志君の作品は、「理数系っぽい」本を選んだ所がポイントだったと思います。今年度は、

この類の本を選んだ感想文が少なかったようですが、小説やエッセイだけが読書感想文の対象になる

わけではないといういい見本になると思います。

最後に、吉本咲香さんの作品は、無理のない素直な文章で素直な感想が書かれており、その点で好

感のの持てる感想文に仕上がっています。次の機会があったら、その時にはもっと本格的な「名作」

と言われる作品に挑戦して下さい。

（国語科・勢田）

受賞された皆さん（校長室にて）
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河島弘美著

『ラフカディオ・ハーン　
日本のこころを描く』を読んで

３Ｅ　田中　健太郎

日本の象徴でもある富士山。この山を初めてみた

とき、僕は、「大きいな」「凄いな」と、ただただ単

純に感動したのを覚えています。しかし、同じ富士

山を見ても、もっと違った目で富士山を見た人物が

いました。その人物は富士山を見たときのことを、

こう綴っています。「力強い山頂が、いま明けなん

とする日の光の赤らみの中で、まるで不可思議な夢

幻の蓮の花の蕾のように、紅に染まっているのが見

えた。」僕はこれを読んだとき、とても美しい描写

だと思いました。ただ単純に感動したというのでは

なく、富士山というものの神秘的な美しさを読み手

に見事に伝えてくれます。

そして驚いたのは、このような美しい描写で富士

山を描いた人物が日本人ではなく、なんと外国の人

だったということです。その人物の名前は、ラフカ

ディオ・ハーン。日本の怪談話を書いた、あの小泉

八雲なのです。僕はラフカディオ・ハーンの作品は

怪談しか知りませんでした。そんな彼が実は多くの

紀行文やエッセイを書いていることを、『ラフカデ

ィオ・ハーン　日本の心を描く』という本で僕は初

めて知りました。そしてこの本の中に引用されてい

る彼の紀行文に初めて接し、その描写の美しさと、

日本というものを見た目だけでなく、その本質をま

で描いている文章にとても感動しました。

ハーンはもともとはヨーロッパ生まれでした。若

い頃にアメリカに渡り、新聞記者などを経た後、日

本に興味を持ち、四十才になる少し前に来日したそ

うです。彼が来日したのは、一八九〇年、明治二十

三年のことです。明治になって一気に文明化したと

いっても、まだまだ明治時代の日本の文明の発展は

遅く、ほとんどのヨーロッパ・アメリカ人は、その

頃日本に対して否定的な見方をしていました。

しかし、ラフカディオ・ハーンは、それまでの外

国人とは違う目で日本を見ました。その文化の根本

にある、古来からの「日本のこころ」というものを、

ハーンはしっかりとその優れた感性で捉えたので

す。ですから、ハーンが描く日本は、それまでの外

国人が日本を描いたものとは大きく違いました。

たとえば、ハーンより先に日本に来ていたチェン

バレンが日本の音楽をけなし、あんなものを音楽と

呼べないと書いているのに対し、ハーンは、「日本

古来の音楽には、独特の美しい魅力がある」と書き、

「日本の音楽の調べは優美で快く、微妙な芸術的雰

囲気が確かに存在します」と言っています。

そしてまた、西洋人にとって不可解とされる日本

人の微笑についても、「周囲の人々に気持ちの良い

印象を与えるように努めるのが日本人の礼儀作法で

ある。したがって、日本人の微笑はつくり笑い、冷

笑、嘲笑とは違うのだ」と書いています。日本人の

微笑は、日本民族が長年つちかってきた道徳観の表

れだというのがハーンの考察だったようです。

このように、ハーンは文明の進んだ国からやって

きた西洋人として一段高いところから日本や日本人

を見るのではなく、先入観なく、日本を蔑視するこ

ともなく、日本人と同じ目線に立って日本を観察し、

相手への共感を持って日本人と接したのです。

僕はこれらのハーンの紀行文やエッセイを読むう

ち、僕たち日本人でさえ気付いていない日本の良さ、

そして日本人の良さを教えられたような気持ちにな

りました。百年以上も前に、西洋人であるハーンが

感じ取った「日本のこころ」、その素晴らしさを、

僕を含めた現代の日本人は忘れているように思いま

す。

たとえば、今もよく日本人は外国人に比べ「個性

がない」と言われます。それはいつも日本人の欠点

として言われていることです。明治時代もすでに日

本人の非個人性は批判されていました。でもハーン

はその日本人の弱点とされる個性の欠如にこそ、日

本人の性格のもっとも魅力的で重要な点が現れてい

るのだと言っているのです。

西洋での個性や個人性の発達は利己的、攻撃的な

色彩を帯び、むしろ不幸を呼んでいるが、日本の個
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性の欠如は自発的で、義務のための自己犠牲という

日本古来の道徳と重なり、日本人の微笑は、自己抑

制から生まれる幸福を象徴しているとハーンは分析

したのです。

僕はこれを読んで、今まで欠点だと思っていたも

のが、日本人の美点だと言われる新鮮さにハッとし

ました。と、同時に、今の日本人は彼が褒め称えた

日本人の良さを失っていることにも気付きました。

利己主義に走り、自分さえ良ければ他人など関係

ないという人間や、他人の痛みに無頓着になり、ま

るでゲームのように万引きや引ったくりを繰り返す

若者が増えてきた日本。

そこにはハーンが見た、謙虚で優しく思いやりの

ある、そして自分以外の人の幸福ために自分を抑え

忍耐する、美しい「日本のこころ」を見ることは出

来ません。

かつてハーンが、「幸せに生きる秘訣が、日本ほ

ど広く国民の間に理解されているような文明国はほ

かにない」と言った言葉は、もう今の日本には当て

はまらないのです。

でもそのことを嘆いたり、古き良き昔を偲ぶだけ

ではいけないと思います。

今一度、僕達は自分とその周りの人達を見つめな

おし、自分のためだけではなく、人のためにも心を

砕いたり、行動できる、「日本人の心」を育てなけ

ればならないと思います。

村上春樹著

『約束された場所で』の感想
４Ｍ　森口　遼太

村上春樹の本を何か読みたかったのだけど小説は

あらかた読んでしまったので、ひとつ評論を読んで

みようと思いこの本を手に取った。この本はオウム

真理教について、｢マスメディアを通した二次的な

情報でなく読者が明確な視座を作り出すのに必要な

一次的材料を提供するため｣に書かれた。内容は大

きく分けてオウムの(元)信者へのインタビューと、

著者と心理セラピストの河合隼雄氏との対談で構成

されている。最初は感想文なんて書くつもりは無か

ったけど、読み終えてから、自分の考えを文章化す

ることによって整理したいと思いこの感想文を書く

ことにした。

以前から僕の中には、｢なぜ多くの人々（特に僕

を含む若い人々）が新興宗教やニューエイジ的な幻

想に強く魅かれるのだろうか？｣という疑問があっ

た。でもこの本のインタビュイー、つまりオウム

（元）信者たちの話を読むと、その答えがおぼろげ

にではあるが見えてきた。まず彼らは往々にして論

理的な人間である。論理が通らないと納得しないが、

論理が通るものは積極的に受け入れようとする。ま

た彼らの多くはインタビューの中で｢入信前自分は、

この社会での物質的な成功よりも精神的な達成を目

指していた。｣と異口同音に語っている。つまり彼

らは不条理なことだらけの現実世界よりも、オウム

が提示したシンプルで論理的な精神世界に魅せら

れ、その世界に入り込んでいったのではないか。

河合氏との対談の中で著者は、麻原の作り出した

このような世界観を「広がりがなく、奇妙に単一で

平板」、つまり構造が単純明快で、矛盾や悪を内包

することを認めない世界であると述べている。最初

は純粋であったはずのオウム世界は、その純粋さに

魅かれて人々が集まり、教団が大きくなるにしたが

って新たに内部に発生した悪・矛盾を取り繕うため

に、その姿をいびつなものに変えていった。それ自

身に悪を内包することを拒む世界は、内部の純粋さ

を保つために外部（すなわち僕たちが住むこの社会）

に悪を置くしかなく、その結果として外部に「攻撃」

を行うしかなかったのだ。マツモトチズヲが作り出

したはずの物語が、逆にアサハラショウコウという

危険な人物を作り上げていったのだ。

最近オウム関連のニュースはめっきり見かけなく

なったが、地下鉄サリン事件が起こった当時ワイド

ショーで盛んに騒がれていたのは、オウム教義の不

気味な側面や、信者の家庭環境などであったが、そ

んなことは全然、まったく、本質的な問題でないと
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今になって思う。問題なのは「現代の日本における

有効なサブ・システムの不在」であると著者は書い

ている。社会（メイン・システム）での物質的生活

を拒む人々を受け入れる健全かつ有効なサブ・シス

テムが今の日本には存在しないのだ。その結果それ

らの人々はオウム真理教のような危険性を含んだシ

ステムに流れていかざるを得ない。

この本を読み終えてから僕は、よく「悪」につい

て考える。地下鉄で毒物を撒いて無差別に人々を傷

つける行為、これは悪だ。それも行為者によって正

義にもなりうるような相対的な悪ではなく、普遍的

共時的に存在する絶対悪だ。断言できる。しかし、

人が精神的達成を求める宗教的希求行為、これは現

代のように物質的快楽と閉塞感に満ち溢れた社会に

おいては寧ろ健全なことであると思う。ではどの過

程であのような巨大な悪が発生したのだろうか？オ

ウム教義がもともと悪の因子を含んだものだったの

か、松本智津夫それ自身が悪だったのか、それとも

オウムのシステムが悪を作り出したのか。わからな

い。まだ自分の中で明確な答えは出ていない。ただ

ひとつ言えることは、このタイプの悪の発生のメカ

ニズムは依然として日本に存在しているということ

だ。同様の悪が発生する危険性は十分にある。

『もしかすると世界の仕組みそのものが悪の発生

と収束の上に成り立っているのかもしれない。』

そんなことを少し考えた。

カフカ著

『変身』を読んで
２Ｍ　仲井　智彦

国語の授業のときに読んだ『山月記』と基本的に

は同様の話となってはいるが、主人公はもちろん、

その周囲の人々の心情と行動もが細かく多彩に表さ

れており、予想以上に楽しむことができた。

朝早く仕事に出かけるはずだったグレゴール・ザ

ムザは、自分の体が寝床の中で巨大な褐色の虫と化

していることに気づく。とんでもないことが起こっ

たものだと思いつつ仕事のことなどを考えている

と、彼の出勤時刻が過ぎてしまっていることを不思

議に思った両親と勤め先の支配人までもが彼の部屋

の前にやってきてしまう。

グレゴールの職業は外交販売員である。しかし、

この仕事は両親が社長への借金返済を目的に無理や

りやらせているようなもので、彼自身、実に辛気く

さい仕事だと思っている。とはいえ五年もそれを続

けてきたので優に一家を支えるだけ稼ぎはしてお

り、冬には大の音楽好きの妹を音楽学校へ入れてや

ろうと計画していたほどだ。

グレゴールは人間の感情こそ残ってはいたが、体

は虫そのものである。しかも「話す」ことができな

くなっていたので両親の問いかけにも答えることが

できず、そのため彼は自分で部屋のドアを空けて事

態を見た目で理解させるしかなかった。だが、やっ

との思いでドアを開けた彼を待っていたのは絶望で

しかなかった。彼の姿を見たとたん、支配人は飛ぶ

ように逃げ出し、母親は錯乱して叫びだし、父親は

彼を無理やりもとの部屋へ追い戻そうとしたのであ

る。

それから彼の監禁生活が始まった。妹が食事の差

し出しと掃除をしにくる以外は、ドアに鍵をかけて

誰も部屋の中に入ろうとはしなかった。他の家の者

の生活も大きく変わった。何しろグレゴールという

唯一の稼ぎ手が事実上いなくなってしまったので、

彼の稼ぎにすがってきた自分達が働いて生計を立て

ていくしか術はなかった。

監禁下のグレゴールにとって趣といえば虫の体を

使って天井を這いまわるぐらいであったが、これが

事件を招くことになる。ある日、気をきかした妹が

部屋から邪魔な家具を運び出していると、手伝いを

していた母親がグレゴールの姿を見て気絶してしま

うのである。そこへ父親が林檎を投げつけてきて、

再び彼を追いたて始めたのである。この林檎爆撃が

彼に致命傷を与えることとなった。

それからというもの、彼は心も体も衰弱していき、

家族の彼に対する態度も冷えていった。そして春が

近づいてきた頃、グレゴールは永遠に沈黙すること

になる。だが、その代償として、それまで自由奔放

な暮らしをしていた妹は自立した一人の女に成長し

ており、その姿は両親にとって新しい夢と生きる力

のように映ったのである。

僕もグレゴールのような目にあったらどうなるだ

ろうかと思いつつ読み上げたが、非常に不思議な印

象を持たずにはいられなかった。なぜならグレゴー
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ルは変身した理由について何一つ考えていないから

である。『山月記』の場合、主人公はその性格の醜

さが自分を変身させたのだと結論づけているが、グ

レゴールはそのようなことはせず、それどころか変

身したことをさもあたり前のようにうけとめる冷静

ささえ見せている。これは他の家の者にも言えるこ

とである。一体なぜであろう。彼が人づき合いの薄

い外交販売員だったからか、それともあまりにも家

族が彼に頼りきっていたからであろうか。

だが、その理由がいかなるものであるにせよ、た

だ一つ確実に言えることは、グレゴールはまだ幸せ

な方であったと思う。彼の死により、残された者達

は生きる力と術を見いだすことができたのだから。

そういう意味合いからグレゴールの虫の体が象徴

する姿は、身近なもので言うならば「年老いた親」

にあたるのではないかと思う。

夏目漱石著

『 門 』を読んで
２Ｅ　諏訪　勝重

主人公「宗助」とその妻「御米」は自分達が過去

に犯した失敗、すなわち不倫の恋によっていつまで

も悩み苦しみ続けます。彼らは貧しく子供にも恵ま

れませんでしいた。しかし彼らはお互いを常に必要

としていました。僕はこの二人が共にいる限り何事

にも耐えていけるような気がしました。お金だけで

は幸せを手に入れる事はできないとよく耳にしま

す。この二人は生活の中から小さな幸福を見出すこ

とで、まさにその部分に関して不足がないように思

えたのです。

宗助は京大を中退しましたが、友人であり御米の

元夫である安井も同大学を中退し、その将来を傷つ

けるなど多くの人に迷惑をかけました。彼らの失敗

は若さ故に一時の情に流された事です。これは、確

かに社会上モラルの欠けた軽佻な行為だと思いま

す。しかし、宗助は本当にこれほどまで悩み苦しみ

ながら生きなければならないでしょうか？彼は病弱

だった安井が大学を中退し、今では蒙古へ渡るなど

破滅の人生を歩んでいるように感じています。また

家主の坂井については生活に余裕があり、陽気で子

宝にも恵まれ何の悩みもない成功した人生のように

考えています。彼は他人の人生をこれ程冷静に見つ

めながらも自分の過去からは抜け出せずにいます。

彼は過去の失敗をいつまでも悔いていますが、もし

その後中退せずに大学を卒業したとしても、一生反

りの合わない妻と結婚したら？仕事で大失敗した

ら？…人生において、「もし」は禁物です。そう、

人は誰しも人生において多くの決断を迫られる時が

あると思うのです。何が良くて何が悪いかなんて誰

にも分からない事だと思います。冒頭部分の会話で

宗助は、「いくら容易い字でも、こりゃ変だと思っ

て疑りだすと分からなくなる。」と言っています。

これはまるで宗助が自分自身の人生をいくら考えて

もどうしていいか分からないという事を暗示してい

るようにも思えました。

人目を避け、ひっそりと暮らす夫婦ですが、最も

会いたくない安井が家主の家に偶然現れる事を知

り、宗助は驚愕します。事情を知らない坂井に安井

に会ってみてはと持ちかけられますが複雑な心境で

結局会いませんでした。また御米に心配をかけたく

ないので誰にも話すことができず、宗助は悩み疲れ、

一人十日間鎌倉の禅寺へ頭を休めに行きました。彼

はこの間に懸命にこの安井の問題を解決しようと努

めました。しかし彼はついに悟りをえる事ができま

せんでした。「彼は門の下に立ち竦んで、日の暮れ

るのを待つべき不幸な人であった。」とあります。

宗助はこの門を通らなければならない人であり、通

れない人であったのです。僕はここに運命の皮肉と

言うべき恐ろしさを感じました。人は悩みから懸命

に逃れようとしますが、またすぐに新たな門が自分

の前に立ちはだかるのです。その繰り返しが生きる

という事ではないでしょうか。こう考えてみれば今

僕にとっての「門」とは何なのでしょう？それは自

分の具体的な将来のために今どうすべきか？を考え

る事かもしれません。あるいは数学の成績不振をど

う立ち直るか？かもしれません。この「門」は個々

に様々な大きさがあり、宗助のように通る事のでき

ないものもあれば、少し考え方を変えれば容易に開

くものもあるでしょう。

今後僕自身の人生において、たくさんの「門」が

聳え立つかもしれません。しかし、それら一つ一つ

を精一杯切り開いて自分の人生を着実に歩んで行き

たいと思います。最後に、この本を読んで、今現在
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の行い全てに大きな意味があり未来へ繋がっている

のだと思うと、常に今を懸命に生きて行きたいと思

いました。

遠藤周作著

『海と毒薬』を読んで
２Ｉ　久保　智子

この小説は、実際にあった恐るべき事件を題材に

したものである。今次大戦末、九州の大学で外国人

捕虜の生体解剖が行われた。戦争終結後、この実験

に深く関わった人々は皆重い刑を受けることになっ

た。この「海と毒薬」という小説には、この事件に

関わった人々の心理を明らかにしようとすると同時

に、日本人とはいかなる民族かという問いを私達に

投げ掛けている。

始めの場面は終戦後の東京で、主人公は結核を患

っている男である。この男は、東京に引っ越してき

たばかりで、定期的に受けねばならない気胸という

処理ができる医師を探していた。そして、勝呂とい

う名の医師に出会った。この医師の腕は小さな診療

所に似つかわしくない程のものであった。主人公の

男は、この医師の経歴について調べることになる。

その結果、この勝呂という医師は米兵解剖事件に関

わった医局員のうちの一人だということが明らかに

なった。小説はこの後、勝呂を始めとして事件に関

わった人間が事件の経緯や当時の心理状態について

告白するといった形で進められていく。

勝呂は事件当時、大学病院で研究生として勤務し

ていた。平凡が一番幸せだと感じる、どこにでもい

るような人物であった。その頃は日々空襲で多くの

人の命が失われ、人の命を救うことが目的の病院で

すら命の重さが軽視されるようになっていた。人の

命よりも出世や利益追求のほうが重視される風潮の

中で、医師達の責任感やそれまで持っていた倫理観

が崩れていったと推測される。小説には勝呂以外に

も多くの医局員が登場するが、どの人物もどこにで

もいるような平凡な人間である。その普通の人間達

がなぜ人を生きたま実験に使うという残虐な行為を

承諾し、実際に行ったのだろうか。

日本人は一般に特定の神を信仰する習慣がない。

そのことにはよい面もあるが、危険な側面もある。

それは、信仰を持たないが故に物事の善悪の判断や

倫理感が個人に任されており、世間の価値観や時代

の変化に伴ってそれらが変化し、時には失われてし

まうという点である。このことは世間が平和を重視

し個人の精神を安定に保たれている時にはよいが、

ひとたびその安定が失われた時には人に思わぬ行動

を起こさせる。そして、日本人の信仰心のなさがも

たらす危険性が顕著に現れたのがこの事件ではない

だろうか。

この事件の裁判で重罪を課せられた者達は、出世

を望んで人体解剖実験の中心的役割を果たすに至っ

た教授医師、良心の呵責を感じてみたくて実験に加

わった若い医師、引き受ける理由はないが断る理由

も見つけられずになんとなく参加してしまった勝呂

のような研修医、好奇心で実験を観覧した軍人など

であった。これらの人々は決して犯罪者としての特

異な感情の持ち主でなく、人間なら誰もが持ってい

るような感情を抑えることができなかっただけなの

ではないだろうか。そのような負の感情を抑制する

何かとは理性、倫理感、良心などと呼ばれている精

神であろう。そしてこの精神を強く支える柱が信仰

心なのではないだろうか。しかし、我々日本人のよ

うに信仰心を持たない民族の場合には、理性、倫理

感、良心などが曖昧で、世間の価値観に左右されや

すく崩されやすい。そのことを我々は認識しておく

べきではないだろうか。信仰を持たないならそれで

もよい。ただ、信仰心に負けないほどの、理性や倫

理感を支える強固な柱を心の中で築く努力をすべき

なのではないだろうか。私はこの「海と毒薬」を読

んでそのことを強く感じた。
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あしなが育英会編

『自殺って言えなかった。』を読んで
２Ｉ　福井　梨恵

｢私はありのままの私で、小さな幸せをかみしめ

て生きていこう。｣

これは、この本の中で辛い体験を語った自死遺児

の一人、ケイコさんの言葉だ。

この本、｢自殺って言えなかった。｣は、自死遺児

の心の叫びをまとめた本である。自殺で父を亡くし

た子供達、そして、夫を亡くした妻達が辛い体験談

を自分の言葉で語っている。

ケイコさんは、高校１年生の時に首吊り自殺で父

親を失った。前日まで何のそぶりも見せなかった父

が、突然自ら命を絶ったことにショックを受けるケ

イコさんの家族。母が父を追って死んでしまうので

はないかという不安、周囲の目が怖くて、父の死因

を｢自殺｣であると言えない事へのやるせなさ。どう

しようもない思いでいっぱいだった彼女だが、今は

前向きに、強く優しい人間になろうと決意して頑張

っているのだという。

彼女が何故、前向きになれたのかというと、あし

なが育英会という団体から奨学金を借りることにな

ったのがきっかけだった。あしなが育英会とは、自

殺、病気、災害、犯罪被害などの交通事故以外の原

因で親を亡くしたり、親が重度後遺障害のために働

けない子供達に奨学金と心のケアで支援している民

間非営利団体である。あしなが育英会には、奨学生

達を集めて自分史を語り合ったりする｢つどい｣とい

う、親を亡くした子供達同士の交流の場があり、彼

女はそれに参加したのだ。

彼女は｢つどい｣に参加し、初めて同じ痛みを知る

人達に出会い、｢私はひとりじゃない｣と感じたそう

だ。そして、その場で初めて、誰にも言えなかった

｢自殺｣という一言が言えたのである。彼女だけでな

く、多くの自死遺児が｢つどい｣で勇気をもらってい

る。

私は、本屋でこの本に出会うまで、この団体の事

も活動の事も知らなかった。しかし、最近では、イ

ンターネットのサイトで知り合った人達の集団自殺

が話題になっているように、自殺は社会問題となっ

ている。それだけ多くの人が悩み、苦しんでいる証

拠であるわけだが、どうして周りにいる誰かがそこ

まで思いつめていることに気付いてあげられないの

だろうか。

自ら命を絶つことを決意した人は、大半が何らか

のサインを出しているのだという。しかし、日本人

は何かと｢我慢しなさい｣と言ったり、｢それは本人

の問題だから｣と突き放す傾向にある。それ故に、

吐き出すことのできない苦しみや辛さを溜め込ん

で、とうとう自殺をしてしまうのだ。また、日本で

はうつ病や心の病のイメージが悪いため、｢精神病

院やカウンセリングに行ったりしたら、周りがどう

思うか…。｣という不安のために相談に行けない人

も多いと思う。そんな時、近くにいる人が話を聞い

てあげ、何らかの形で力になってあげる事ができれ

ば、心はきっと軽くなり、自殺を考え直せるのでは

ないだろうか。私もいじめられていた時、何度か自

殺を考えたことがあったが、家族と友人の支えあっ

て立ち直る事ができた。周りの人の優しさは何より

も強い心の支えとなるのである。

私はこの本を読んで、様々なことを考え、様々な

感情に出会う事ができた。父親を失ったらどうだろ

うかと考え、いじめられていた自分と自死遺児の体

験を重ねてしまい、感じた社会への不信感など、こ

こでは語り切れないほどだった。しかし、読み終え

た後に心に残るのは爽やかな優しい気持ちだけだっ

た。今、父親がいて母親がいて、大切な人が生きて

いるだけで、私はとても幸福なのだ。この本に小さ

な幸せを気付かせてもらった。私もこれから、ケイ

コさんのように、ありのままに小さな幸せをかみし

めながら、優しくて強い人間になりたい。
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『ラフカジオ・ヘルン』について
２Ｃ　越田　高史

怪談「むじな」「みみなし芳一」で有名なラフカ

ディオ・ハーンを 僕は、日本に興味を持って帰化し

た外国人くらいにしか知らなかった。

しかし、彼がいろいろな国を転々とし、その最後

に日本に来て住みついたこと、記者だったこと、怪

談以外に多くの作品を書いていること、教師として

真剣に学生に接していたこと、日本で幸せな家庭を

築いたこと、等を知り、単に怪談の作者だけではな

い彼の色々な面に出会えた。肉親の愛に恵まれなか

った子供時代や、記者の仕事を得るまでは最低の生

活を送っていたことも、ハーンが、自分の心が望ん

でいる居場所を追求していく原動力になっていたの

ではと思う。彼は、記者時代に異文化、不思議な話、

恐ろしい話に関心を示し、多くの記事を書いて読者

を魅了した。題材も興味深いものだったが、何より

もハーンは読者の目、耳、鼻、触覚など色々な感覚

に訴えることによって、まるで読者もその場に居合

わせたかのような気持ちにさせたのである。自分の

感覚、感銘を言葉で表し、人々の心や頭の中に鮮明

に再現する素晴らしさをハーンは自分のものにして

いったのである。

彼は初め『ハーパース・マンスリー』誌の特派員

として来たのだが、その時日本ゆきの企画書には

『私が狙うのは、読者の心に生き生きとした印象

を－単に眺めているのではなく、庶民の日常生活に

加わり、まるで日本の暮らし、日本人のこころで考

えているような印象を与えることです。』とある。

この『日本人のこころで』というところが、彼の最

も大切にしていた点なのだと思う。来日してからの

彼は、日本の様々な様子、朝の物音や、景色の色の

変化等を印象記にまとめていくが、ハーンの空気さ

えも再現する表現は、五感を通じて季節を楽しもう

とする日本人の風習に通じるものがあると思う。彼

は、日本人の中に自分と同じものを多く見出したか

らこそ、日本人でも気付かない日本人の心を深く見

つめて描けたのだと思う。

英語教師の職を得て、松江に赴任したハーンは生

徒達を通じて日本人の見方を知る。交流の中で、沈

黙があっても、それを日本人独特の礼儀正しさか好

意と解釈するハーンには、判断に固執せず偏見を持

たない前向きな姿勢を感じる。彼は人と人との触れ

合いの中に無限の可能性を信じていたのだと思う。

日本人の沈黙や微笑を不可解だとする西洋に対

し、日本には日本固有の道徳、文化があると主張し

ているのだが、これは現代の国際化の中にいる僕達

にとっても考えさせられる問題である。自己主張し

出した日本人はそれでも、和や間を大切にしたいと

考えていると思う。国際化には、自分を相手に知っ

てもらう粘り強い努力も必要だろうと思う。

ハーンは、松江で身の回りの世話をしてくれた小

泉セツと結婚し、幸せな家庭を築く。このセツとの

出会いが、彼の人生最大の喜びであった。物語が好

きなセツがハーンに昔話や伝説を話し、それが再話

物語として「雪女」や「耳なし芳一」になったこと

は、二人で共に創作するこれ以上ない幸せだっただ

ろうと思う。日本語があまりうまくなかったハーン

は、セツとの会話はテニヲハを省いた独特の日本語

「ヘルンさん言葉」だった。英語教師として島根県

で採用が決まり、知事と取り交わした書類に事務官

が「ラフカジオ・ヘルン」と表記し、ハーンは当時

ヘルンで通っていたらしい。彼女が（セツ）昔話を

する時、本を見ながら話すとハーンが「本を見る

いけません。ただあなたの話、あなたの言葉、あな

たの考えでなければいけません。」と言い、息を殺

していかにも恐ろしそうに聞き入り、何か尋ねるに

も声を低くするほどだったそうだ。明治時代に外国

人と結婚したセツの勇気と、二人が仲良くお互いを

理解し合おうと努力していた様子を知り、僕も人と

の関わりに多くの希望や可能性を確信したのであ

る。

ワトソン著

『二重らせん』を読んで
１Ｍ　小早川　弘志

僕は今まで歴代のノーベル賞受賞者だとか、後に

名を残すような科学者と呼ばれる人達は、みんな頭

が固くて、自分の言う事に絶対の自信を持っていて、

一般の人達とは普段の生活習慣からしてどこかが違

うのだろうという印象があった。いや、印象という

と語弊があるだろう。印象というよりむしろ偏見と
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いったほうが良いかもしれない。そんな考えをもっ

て、今回DNAが二重らせん構造であることを発見し、

ノーベル賞を授賞したワトソンの体験談のようなこ

の本を読んで、科学者と呼ばれる人達を、少し身近

に思えることが出来た。

科学者に必要と思われることを、いくつか挙げて

みるとしよう。まず、科学者だから、頭が固いだと

か絶対の自信に満ち溢れているといった特徴は特に

なく、興味のあることや、疑問に感じたことを飽き

ることなく最後まで、納得するまで調べ続けられる

のが科学者だということがわかった。頻繁に使われ

ている言葉だが、いつまでも子どものように、何に

でも疑問を持ち続けるような人物こそ科学者だとい

うことであろう。

次に、これはワトソンだけに言える事なのかもし

れないが、科学者とは、ある意味では私たち一般の

人よりも何とも人間臭い一面を持ち合わせているも

のだと感じた。同じ事について研究している人物を

常に警戒し、警戒している人物が自分の発見を公に

発表するとなったら、発表するまでの間に自分達も

同じ物を発見し、発表すれば、前者と同様、もしく

はそれ以上の名声が手に入るのではないかと考える

一面など、それほど研究に没頭している証拠ともい

えるのかもしれないが、なんとも人間として汚い部

分であるようにも思える。

また、研究にしても、世渡りが必要だと思わせる

エピソードをワトソンは多く紹介していた。優秀な

人物に見込まれればそばで研究ができる、と考えれ

ば、どのようにして近づけるのかを必死に考えたり、

優秀な人物の元で研究するために病気にかかりそう

な悪環境の部屋で生活したり……。僕の知っている

科学者とは賞を授賞した後の、報道陣に囲まれてい

るような場面であるため、何ともいえない華々しい

世界しか見なかったように思う。もちろん、授賞の

裏には多くの苦労があろうことは分かっていたが、

苦労話と一言で済まされては、想像しようにも出来

なかった。現実をちゃんとみるという意味でも、今

回の本は、実に意義のある本であった。

最後に、この本には実に多くの人物が登場する。

あまりにも次から次へと登場するため、誰がどのよ

うな人物であるのかが分からなくなってしまい、メ

モを取りながら読んでみた。するとその人物数は30

人を軽く越した。科学者だからといって、少人数に

よる人間関係だけではなく、非常に多くの人達との

間の人間関係が、大発見につなげた影響というもの

も、大きいと思う。

私は将来もこのような科学者になることは、おそ

らく無いだろうと考えているが、科学者であろうが

なかろうが、後に語り継がれるほど優秀な人物には、

偶然も必要なのだろう。ノーベル科学賞を授賞した

白川英樹さんの、ノーベル賞受賞後のインタビュー

に答えた時の言葉にあったのだが、白川さんの発見

は『偶然』や『たまたま』であったらしい。そう聞

く、なんだかそれほど大した事ではないかのように

聞こえてしまっていたが、『しかし、偶然やたまた

まにも過去の蓄積があったから結果として残せた』

との言葉には背筋を正される思いがした。学校での

知識がちゃんと確立している状態を最低限持ってい

る状態で、偶然っを発見につなげることが出来ると

いうことは実に良い教訓となった。肝に銘じておき

たい。

山崎豊子著

『大地の子』感想文
１Ｍ　藤江　勇太

「国家」というものが、どれだけ人々に影響を及

ぼすのか、又その「国家」の一行為がどれだけの

人々の一生を変えてしまうのかということを痛感し

た。自分は戦争たるものを見たり聞いたりはするが、

実際にしたことは一度もない。

しかし、現に人間の歴史の中で幾度となく戦争が

行われ、沢山の人命が奪われ、そしてそれが今も続

けられているのであり、その危険はこの自分の身の

まわりにまであるということを実感しなければなら

ないのである。そのような世の中で生きていくに当
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たって、過去を振り返り、過去のあやまりをどう生

かしていくのかを考え、そして実践していくことは

これからの人間にとって大変必要だと思う。

この「大地の子」には、「国家」が生む問題、大

きく分ければ二つの事がらにわけることができる。

まず一つ目が戦争による犠牲である。「大地の子」

には日本人でありながらも中国で沢山の人々に支え

られ、たくましく生きていく主人公が描かれている

が、この主人公こそが戦争による犠牲である。日本、

関東軍の利己的な考えによって置き去りにされ、ソ

連軍の盾にまでされた日本からの満州開拓団。その

中にいた祖父、妹、そして母をも奪われた主人公は

中国の夫婦に拾われながらも酷使され結局は逃げ出

してしまう。日本に捨てられ、虐殺を目の中にし、

大切な人の命までをもうばわれてしまう。その上

自分は物のように扱われ、人の子らしい心まで取ら

れてしまう。これを犠牲と言わず何と言うか。この

ような事実がある以上、この事実を素通りしたり隠

してはならない。少なくともこの大して何もできな

い自分に、書物でも何でもいいからこの人の一生の

断片を人として頭に焼き付けなければならないので

はないだろうか。これについて、かわいそうとか、

残酷であるとか思う前に、言葉にできない暗く重い

ものが胸にん流れこんできた。

二つ目は民族上の人の心についてである。やはり

日本人であることは、中国では日本で中国、朝鮮人

がそうするように隠すべき素顔なのであった。この

ことは自分の周囲に今現在、在日朝鮮人の人が数多

くいるからか、他人事（ひとごと）とは思えず、一

番心を打ったのである。「ちがう国の血」というの

がこれだけ人と人との隔たりとなるのだろうか。特

に中国では日本の血を「侵略者の血」として汚い物

を見るかのように見るようである。決して日本が

「侵略者」であった過去を消すことはできないにし

ても、個人としては生きられるのではないだろうか。

主人公が文革中に労改で囚人をしていたころ、そこ

で日本語を教えた人物の言葉「日本人として日本語

を知らないことは不幸であり恥である」というのが

深く心に刻まれた。民族間の隔たりはなくさなけれ

ばならない。しかし、個人としての民族の隔たりな

くしてはそれはただの一つの物体としての自分の体

があるだけにすぎない。

二つの事がらは根本から言えば「国家」いや人間

自身が生み出した問題である。だからそれを解決す

るには人間の手でなくてはならないのである。最後

に、主人公には二人の父・母がいるが二人の父・母

にとって主人公は互いが育てた「大地の子」であり、

「大地の子」は人間の暗い心の泥から大空に向かっ

て進んでいく光であることを願いたい。

三浦綾子著

『ひつじが丘』を読んで
１Ｃ　吉本　咲香

【愛】①いつくしみ、大切に思う心。

②人、特に異性を慕う心

（三省堂『実用新国語辞典』より引用）

それでは愛とは何なのか―。たった一言、そして

私たちが今までに数え切れないほど見たり聞いたり

して接してきた言葉でもあります。それなのにこの

一つの言葉は、辞書で調べて答えが出せる程簡単な

ものではない思うのです。

私がこの『ひつじが丘』という本に出会ったのは、

実は小学生のときでした。家の本棚に並ぶ一冊に手

を伸ばし、最後まで読み切った私でしたが、やはり

当時は半分も理解できていなかった気がします。

そしてこの夏、読書感想文のための本を書店に探し

に行った時、ふとこの本が思い出されてもう一度読

みたくなったのです。

『ひつじが丘』は牧師の一人娘として育った奈緒

美が、両親の反対を押し切って家出同然の結婚をし、

夫の暴力や浮気に悩み苦しんでいく過程がなまなま

しく描かれていて、それを諭す牧師の父そして母の

深い愛情がいきいきと伝わってくる本当に人間の深

い部分を描いている作品です。私はこの一冊に何度

もはっとさせられたり安心させられたり、そして特

に牧師である奈緒美の父親の言葉にはいろいろ考え

させられました。

「愛するとはゆるすことでもあるんだよ。一度や

二度ではないよ。ゆるし続けることだ。」「お前自身、

幾度も幾度も人に許してもらわねばならない存在な

んだよ。」人は許され続けなければならない存在で

あるというようなことを、言葉としてはっきりと意

識したのは初めてでした。その言葉にとても心が慰



久しぶりのドカ雪で、県下の南半分はにっちもさっちもいかなくなりました。長靴に杖まで準備して

難行苦行で郡山駅に到着したけれど、雪はどこにも見あたりません。先程までの景色は、幻覚だったの

だろうかと思えるほど青空が広がって…。延着した電車のおかげで遅刻したいいわけをする辛さ。みん

なの顔はウッソー！とかホントー！といっています。そんな時同じ苦労をした人が一緒だと大変心強い

ものです。バス停で出会ったＦさんは正に『地獄に仏』そのものでした。そんな番狂わせな気候もすっ

かり収まり、いま梅が満開です。

番狂わせといえば今年の上半期（第130回）の芥川賞、直木賞の受賞者は史上最年少ということで、

注目を浴びそれぞれの受賞作が早くも、奈良高専図書館貸出ベスト・テン候補に挙がりつつあります。

第28回目を数える本校の読書感想文コンクールの優秀作品もそれらの作品に劣らず力作揃いです。もし

かしたら、みなさんの作品は”芥川賞もん”かもしれません。来年も たくさんの力作が集まることを期

待しています。

お忙しい中、ご協力下さった皆さまありがとうございました。

（図書館委員会）
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編　集　後　記

められて、自分の人間として弱い部分も認めてよい

のだとほっとしたような気がします。

けれど私は私が許されるように、誰かを許すこと

ができるのかと考えます。ひつじが丘の中でも、奈

緒美の母は以前に「私は神と結婚したのではない

（中略）過失を犯さなければ生きていけないのが人

間なのだ。」そう言って牧師の夫を許していました。

牧師と言っても人間、完全なものではないと言うの

です。今まで私はこんなに大きな考えを持ったこと

はありませんでした。自分の心に照らし併せてみる

と、多かれ少なかれ奈緒美と同じ間違いをおかし、

同じような視線で人を裁き生きてきたような気がし

ます。それを「許しなさい」と言い、「そんなに冷

たい人間だとは思わなかった」と言う牧師の父親の

言葉には後ろから頭をなぐられたような気持ちがし

ました。愛とは許すこと、愛することの難しさを実

感しました。頭ではこのことを受けとめられても、

実際に心で受け止めて許すということは想像以上に

難しくて辛いことだと思います。それでも自分も含

めて人間は本当に弱くて罪深い生き物だということ

を知り、聖書にもありますが回数に関係なく人を許

す心を持てるようになりたいです。

私たちの周り、世間でも裏切りや嘘は渦を巻くほ

どにあるものです。そして、過失を犯してしまう不

完全があるように、過失を許し切れない不完全とい

うものもあるように思います。私自身、人間として

大きくなりたいと思っていても、これから経験して

いくであろう裏切りなどの辛さを全て許すことがで

きると確信は正直できないのです。

それでも私はこの『ひつじが丘』で、人は「決し

て裏切らない」だけでなく「許し合う」ことが必要

で、そうすることで愛情や絆が深まっていくものか

も知れないと、私なりにおぼろげながら最初の質問

の「愛とは何か」を感じ取れた気がします。

いつか私がもう一度この本を手に取った時のとら

え方は今とは違うかもしれないれけれど出合えて本

当に良かった一冊です。もし、愛とは何か悩んでい

る人がいたらこの本を薦めてみようと思います。

一般利用のご案内

本校図書館は、一般の方々にも利用して頂けるよう一般開放しています。学生諸君のご家族の方々も

ご利用下さるようご案内いたします。理工系図書と共に教養を深める一般図書も揃っています。


